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１．【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

 

本日、半期報告書を提出したこと等に伴い、平成29年6月30日に提出した有価証券届出書（以下「原届

出書」といいます。）の内容に訂正すべき事項が生じましたので、本訂正届出書を提出するものです。

 

２．【訂正の内容】

 

第二部【ファンド情報】

 

第１【ファンドの状況】

 

１【ファンドの性格】

 

原届出書の「第二部 ファンド情報」「第１ ファンドの状況」「１ ファンドの性格」につきまして

は、該当情報を以下の内容に更新・訂正します。

 

（１）【ファンドの目的及び基本的性格】

 

＜更新・訂正後＞

＜ファンドの特色＞
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原届出書の「第二部 ファンド情報」「第１ ファンドの状況」「１ ファンドの性格」につきまして

は、該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　は訂正部分を示します。

 

（２）【ファンドの沿革】
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＜訂正前＞

　平成29年7月31日 当ファンドの投資信託契約締結、設定、運用開始（予定）

 

＜訂正後＞

平成29年7月31日 当ファンドの投資信託契約締結、設定、運用開始

 

（３）【ファンドの仕組み】

 

＜訂正前＞

（前略）

②委託会社の概況（平成29年4月28日現在）

（中略）

  ハ．大株主の状況

株　主　名 住　　　所 持株数 持株比率

株式会社千葉銀行 千葉市中央区千葉港1番2号 1,600株  　40%

株式会社武蔵野銀行 さいたま市大宮区桜木町一丁目10番地8 800株 20%

ちばぎん保証株式会社 千葉市稲毛区稲毛東三丁目17番5号 800株 　20%

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西3丁目7番地 200株 　5%

ちばぎんコンピューター

サービス株式会社
千葉市美浜区中瀬一丁目10番地2 200株 　5%

ちばぎんジェーシービー

カード株式会社
千葉市美浜区中瀬一丁目10番地2 200株 　5%

ちばぎんキャピタル株式会

社
千葉市美浜区中瀬一丁目10番地2 200株 　5%
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＜訂正後＞

（前略）

②委託会社の概況（平成30年2月28日現在）

（中略）

ハ．大株主の状況

株　主　名 住　　　所 持株数 持株比率

株式会社千葉銀行 千葉市中央区千葉港1番2号 1,600株 　40%

株式会社武蔵野銀行 さいたま市大宮区桜木町一丁目10番地8 800株 　　20%

ちばぎん保証株式会社 千葉市稲毛区稲毛東三丁目17番5号 600株 　15%

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西3丁目7番地 200株 　5%

株式会社東邦銀行 福島市大町3番25号 200株 　5%

ちばぎんコンピューター

サービス株式会社
千葉市美浜区中瀬一丁目10番地2 200株 　5%

ちばぎんジェーシービー

カード株式会社
千葉市美浜区中瀬一丁目10番地2 200株 　5%

ちばぎんキャピタル株式会

社
千葉市美浜区中瀬一丁目10番地2 200株 　5%
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２【投資方針】
 

原届出書の「第二部 ファンド情報」「第１ ファンドの状況」「２　投資方針」につきましては、該当

情報を以下の内容に更新・訂正します。

 
（３）【運用体制】
 

＜更新・訂正後＞

ファンドの運用体制は以下のとおりです。記載された体制、委員会等の名称は、今後変更されるこ

とがあります。

 

委託会社では社内規程を定めて運用に係る組織及びその権限と責任を明示するとともに、運用を行

うに当たって遵守すべき基本的な事項を含め、運用とリスク管理を適正に行うことを目的とした運

用等に係る業務規則を定めています。

 

委託会社は、受託会社又は再信託受託会社に対して、日々の純資産照合、月次の勘定残高照合など

を行っています。また、外部監査法人による内部統制の整備及び運用状況の報告書を再信託受託会

社より受け取っております。
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３【投資リスク】

（１）ファンドのリスク

原届出書の「第二部 ファンド情報」「第１ ファンドの状況」「３ 投資リスク」「（１）ファンドの

リスク」につきましては、該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部＿＿＿は訂正部分を示します。

 

＜訂正前＞

（前略）

①価格変動リスク

株価は、発行者の業績、経営・財務状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化や国内外の経

済情勢等により変動します。株価が下落した場合は、基準価額の低下要因となります。中小型株

式については、株式市場全体の動きと比較して株価が大きく変動する場合があります。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

①価格変動リスク

株価は、発行者の業績、経営・財務状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化や国内外の経

済情勢等により変動します。株価が下落した場合は、基準価額の下落要因となります。中小型株

式については、株式市場全体の動きと比較して株価が大きく変動する場合があります。

（後略）

 

原届出書の「第二部 ファンド情報」「第１ ファンドの状況」「３ 投資リスク」「参考情報」につき

ましては、該当情報を以下の内容に更新・訂正します。

EDINET提出書類

ちばぎんアセットマネジメント株式会社(E31678)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 8/57



 

＜更新・訂正後＞
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４【手数料等及び税金】

 

原届出書の「第二部　ファンド情報」「第１　ファンドの状況」「４　手数料等及び税金」につきまし

ては、該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　は訂正部分を示します。

 

（５）【課税上の取扱い】

 

＜訂正前＞

課税上は株式投資信託として取り扱われます。

（中略）

※上記は、平成29年4月28日現在のものですので、税法等が改正された場合等には、上記の内容が　

変更される場合があります。

（後略）

 

＜訂正後＞

　　課税上は株式投資信託として取り扱われます。

（中略）

※上記は、平成30年2月28日現在のものですので、税法等が改正された場合等には、上記の内容が

変更される場合があります。

（後略）
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５【運用状況】

原届出書の「第二部 ファンド情報」「第１ ファンドの状況」「５ 運用状況」につきましては、該当

情報を以下の内容に更新・訂正します。

 

＜更新・訂正後＞

以下は、2018年2月28日現在の状況について記載してあります。

【日本中小型株ファンド】

（１）【投資状況】
 

 

資産の種類 国／地域 時価合計（円） 投資比率（％）

親投資信託受益証券 日本 16,832,981,685 100.12

現金・預金・その他の資産(負債控除後) - △ 19,355,626 △ 0.12

合計(純資産総額) 16,813,626,059 100.00
 

(注)投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。

（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】

イ.評価額上位銘柄明細
 

 

順位国／地域 種類 銘柄名
数量又は

額面総額

帳簿価額

単価

(円)

帳簿価額

金額

(円)

評価額

単価

(円)

評価額

金額

(円)

投資

比率

(％)

1 日本 親投資信託

受益証券

日本中小型株マザーファンド 13,555,308,170 1.1296 15,312,665,615 1.2418 16,832,981,685100.12

 

(注1)国／地域は、発行体の所在地によって記載しております。

(注2)投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。

ロ.種類別投資比率
 

 

種類 投資比率（％）

親投資信託受益証券 100.12

合計 100.12
 

(注)投資比率は、当ファンドの純資産総額に対する当該有価証券の時価の比率です。

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

③【その他投資資産の主要なもの】
 

 

該当事項はありません。
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（３）【運用実績】

①【純資産の推移】
 

 

期別
純資産総額（円） 1口当たり純資産額（円）

（分配落） （分配付） （分配落） （分配付）

 2017年 7月末日 6,213,212,257 - 0.9999 -

 　　　 8月末日 9,712,435,154 - 1.0385 -

 　　　 9月末日 12,410,760,717 - 1.0760 -

 　　　10月末日 12,545,080,821 - 1.1292 -

 　　　11月末日 12,735,029,765 - 1.1682 -

 　　　12月末日 13,465,147,952 - 1.2168 -

 2018年 1月末日 15,323,999,747 - 1.2646 -

 　　　 2月末日 16,813,626,059 - 1.2319 -
 

②【分配の推移】
 

 

該当事項はありません。
 

③【収益率の推移】
 

 

期 計算期間 収益率（％）

第1中間計算期間末 2017年 7月31日～2018年 1月30日 27.3

 

(注)各計算期間の収益率は、計算期間末の基準価額（分配落ち）に当該計算期間の分配金を加算し、当該計算期間の直前の
計算期間末の基準価額（分配落ち。以下「前期末基準価額」といいます。）を控除した額を前期末基準価額で除して得
た数に100を乗じた数です。

（４）【設定及び解約の実績】
 

 

期 計算期間 設定口数（口） 解約口数（口） 発行済み口数（口）

第1中間計算期間末 2017年 7月31日～2018年 1月30日 23,432,656,692 11,455,178,920 11,977,477,772

 

(注)第1中間計算期間の設定口数には、当初設定口数を含みます。

（参考）

日本中小型株マザーファンド

投資状況

 

 

資産の種類 国／地域 時価合計（円） 投資比率（％）
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株式 日本 19,506,377,600 97.85

現金・預金・その他の資産(負債控除後) - 427,983,355 2.15

合計(純資産総額) 19,934,360,955 100.00
 

投資資産

投資有価証券の主要銘柄

イ.評価額上位銘柄明細
 

 

順位 国／地域 種類 銘柄名 業種
数量又は

額面総額

帳簿価額

単価

(円)

帳簿価額

金額

(円)

評価額

単価

(円)

評価額

金額

(円)

投資

比率

(％)

1 日本 株式 ペプチドリーム 医薬品 63,800 3,718.65 237,249,870 4,920.00 313,896,000 1.57

2 日本 株式 日精エー・エス・ビー

機械

機械 33,600 4,794.19 161,085,059 8,140.00 273,504,000 1.37

3 日本 株式 Ｄ．Ａ．コンソーシア

ムホールディングス

サービス

業

104,800 1,952.18 204,589,039 2,531.00 265,248,800 1.33

4 日本 株式 インターアクション 精密機器 232,600 790.97 183,980,712 1,102.00 256,325,200 1.29

5 日本 株式 ＬＩＸＩＬビバ 小売業 115,700 1,858.10 214,982,787 2,157.00 249,564,900 1.25

6 日本 株式 ニチアス ガラス・

土石製品

156,000 1,421.36 221,733,466 1,427.00 222,612,000 1.12

7 日本 株式 アウトソーシング サービス

業

107,500 1,479.27 159,021,525 2,065.00 221,987,500 1.11

8 日本 株式 ＳＨＩＦＴ 情報・通

信業

44,500 1,886.86 83,965,539 4,985.00 221,832,500 1.11

9 日本 株式 マネーフォワード 情報・通

信業

45,800 3,314.12 151,786,696 4,630.00 212,054,000 1.06

10 日本 株式 レオン自動機 機械 87,500 1,442.62 126,229,758 2,386.00 208,775,000 1.05

11 日本 株式 ノーリツ鋼機 精密機器 86,100 1,324.13 114,007,593 2,417.00 208,103,700 1.04

12 日本 株式 ＫＨネオケム 化学 61,800 2,956.40 182,705,675 3,360.00 207,648,000 1.04

13 日本 株式 ユーザベース 情報・通

信業

101,400 1,417.75 143,760,468 2,036.00 206,450,400 1.04

14 日本 株式 エイチ・アイ・エス サービス

業

51,200 3,929.23 201,177,001 3,980.00 203,776,000 1.02

15 日本 株式 大塚商会 情報・通

信業

20,200 8,464.27 170,978,362 9,970.00 201,394,000 1.01

16 日本 株式 セーレン 繊維製品 93,600 2,067.70 193,537,010 2,097.00 196,279,200 0.98

17 日本 株式 アンリツ 電気機器 136,700 1,008.91 137,918,107 1,426.00 194,934,200 0.98

18 日本 株式 エスペック 電気機器 70,000 2,165.68 151,597,600 2,782.00 194,740,000 0.98

19 日本 株式 島津製作所 精密機器 69,600 2,372.97 165,158,870 2,755.00 191,748,000 0.96

20 日本 株式 ツクイ サービス

業

215,400 779.16 167,831,364 889.00 191,490,600 0.96

21 日本 株式 ＥＩＺＯ 電気機器 37,000 4,845.39 179,279,461 5,150.00 190,550,000 0.96

22 日本 株式 トーカロ 金属製品 129,200 1,253.87 162,000,886 1,468.00 189,665,600 0.95

23 日本 株式 朝日インテック 精密機器 49,900 2,979.08 148,656,092 3,800.00 189,620,000 0.95

24 日本 株式 ベルシステム２４ホー

ルディングス

サービス

業

124,000 1,565.69 194,146,003 1,513.00 187,612,000 0.94
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25 日本 株式 エン・ジャパン サービス

業

30,400 5,794.95 176,166,480 6,090.00 185,136,000 0.93

26 日本 株式 コムシスホールディン

グス

建設業 65,100 3,230.39 210,298,430 2,826.00 183,972,600 0.92

27 日本 株式 ＳＣＲＥＥＮホール

ディングス

電気機器 18,300 9,341.70 170,953,194 10,040.00 183,732,000 0.92

28 日本 株式 ポールトゥウィン・

ピットクルーホール

ディングス

情報・通

信業

79,700 1,827.54 145,655,545 2,301.00 183,389,700 0.92

29 日本 株式 堀場製作所 電気機器 23,000 7,489.87 172,267,091 7,940.00 182,620,000 0.92

30 日本 株式 ＥＭシステムズ 情報・通

信業

150,400 1,209.82 181,957,660 1,209.00 181,833,600 0.91

 

(注1)国／地域は、発行体の所在地によって記載しております。

(注2)投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。

ロ.種類別及び業種別の投資比率
 

 

種類 国内／外国 業種
投資比率
（％）

株式 国内 建設業 3.36

食料品 0.89

繊維製品 0.98

パルプ・紙 0.28

化学 5.54

医薬品 2.44

石油・石炭製品 0.74

ガラス・土石製品 3.18

鉄鋼 0.33

非鉄金属 1.12

金属製品 3.48

機械 12.28

電気機器 12.17

輸送用機器 1.95

精密機器 6.05

その他製品 0.18

電気・ガス業 1.26

陸運業 0.40

情報・通信業 13.51

卸売業 2.56

小売業 5.91

銀行業 1.46

証券、商品先物取引業 0.73

不動産業 1.88

サービス業 15.17

合計 　 　 97.85
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(注)投資比率は、当ファンドの純資産総額に対する当該有価証券の時価の比率です。

投資不動産物件

該当事項はありません。

その他投資資産の主要なもの

 

 

該当事項はありません。

 

 

 

（参考情報）交付目論見書に記載するファンドの運用実績
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第３【ファンドの経理状況】

 

原届出書の「第二部 ファンド情報」「第３ ファンドの経理状況」につきましては、該当情報を以下の

内容に更新・訂正します。

 

＜更新・訂正後＞

 

（１）当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則（昭和52年

大蔵省令第38号）」並びに同規則第38条の3及び第57条の2の規定により、「投資信託財産の計算に関

する規則（平成12年総理府令第133号）」に基づいて作成しております。

なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

（２）当ファンドは、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1期中間計算期間（平成29年7月31

日から平成30年1月30日）の中間財務諸表について、新日本有限責任監査法人により中間監査を受けて

おります。

 

１【財務諸表】

【中間財務諸表】

【日本中小型株ファンド】

（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

 
第1期中間計算期間末
平成30年 1月30日現在

資産の部  

流動資産  

親投資信託受益証券 15,244,445,571

未収入金 350,993,513

流動資産合計 15,595,439,084

資産合計 15,595,439,084

負債の部  

流動負債  

未払解約金 258,960,691

未払受託者報酬 2,547,623

未払委託者報酬 89,166,809

その他未払費用 318,390

流動負債合計 350,993,513

負債合計 350,993,513

純資産の部  

元本等  

元本 11,977,477,772

剰余金  

中間剰余金又は中間欠損金（△） 3,266,967,799

元本等合計 15,244,445,571

純資産合計 15,244,445,571

負債純資産合計 15,595,439,084
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

 
第1期中間計算期間
自　平成29年 7月31日
至　平成30年 1月30日

営業収益  

有価証券売買等損益 3,054,735,397

営業収益合計 3,054,735,397

営業費用  

受託者報酬 2,547,623

委託者報酬 89,166,809

その他費用 318,390

営業費用合計 92,032,822

営業利益又は営業損失（△） 2,962,702,575

経常利益又は経常損失（△） 2,962,702,575

中間純利益又は中間純損失（△） 2,962,702,575

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解約
に伴う中間純損失金額の分配額（△） 1,075,697,925

期首剰余金又は期首欠損金（△） -

剰余金増加額又は欠損金減少額 1,831,820,305

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 -

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 1,831,820,305

剰余金減少額又は欠損金増加額 451,857,156

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加額 451,857,156

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増加額 -

分配金 -

中間剰余金又は中間欠損金（△） 3,266,967,799

 

EDINET提出書類

ちばぎんアセットマネジメント株式会社(E31678)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

19/57



（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
 

 

１.有価証券の評価基準及び評価方法 親投資信託受益証券

原則として時価で評価しております。

時価評価にあたっては、親投資信託受益証券の基準価額に基づいて評価しておりま
す。

２.その他財務諸表作成のための基本と
なる重要な事項

第1期中間計算期間（自　平成29年 7月 31日　至　平成30年 1月 30日）

当ファンドの計算期間は原則として、毎年5月31日から翌年5月30日までとなってお
りますが、第1期計算期間は設定日(平成29年7月 31日)から平成30年5月30日までと

なっており、第1期中間計算期間は設定日（平成29年 7月31日）から平成30年 1月

30日までとなっております。
 

 

（中間貸借対照表に関する注記）
 

 

項目
第1期中間計算期間末

平成30年 1月30日現在

１.中間計算期間の末日における受益権の総数  11,977,477,772口

２.中間計算期間の末日における1単位当たりの純資産の
額

1口当たり純資産額

(10,000口当たり純資産額)

  

1.2728円

 (12,728円)

 

 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）
該当事項はありません。

 
 

 

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項
 

 

項目
第1期中間計算期間末

平成30年 1月30日現在

１.中間貸借対照表計上額、時価及びその
差額

中間貸借対照表上の金融商品は原則として時価で評価しているため、中間貸借
対照表計上額と時価との差額はありません。

２.時価の算定方法 (1)有価証券
 親投資信託受益証券
 （重要な会計方針に係る事項に関する注記）「有価証券の評価基準及び評価方

法」に記載しております。

(2)コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時価と近似していること
から、当該帳簿価額を時価としております。

３.金融商品の時価等に関する事項につい
ての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には
合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定
の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額
が異なることもあります。

 

 
（デリバティブ取引等に関する注記）
 

 

該当事項はありません。
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（その他の注記）

元本の移動
 

 

項目

第1期中間計算期間末

自 平成29年 7月31日

至 平成30年 1月30日

投資信託財産に係る元本の状況  

期首元本額 6,213,833,641円

期中追加設定元本額 17,218,823,051円

期中一部解約元本額 11,455,178,920円
 

 

 

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

 

 

 

 

 

（参考）

当ファンドは、「日本中小型株マザーファンド」受益証券を主要投資対象としており、中間貸借対照表の
資産の部に計上された「親投資信託受益証券」は、全て同マザーファンドの受益証券です。

当ファンドの中間計算期間末日(以下、「期末日」)における同マザーファンドの状況は次の通りです。

 

なお、以下に記載した状況は監査の対象外となっております。

日本中小型株マザーファンド

貸借対照表

（単位：円）

 平成30年 1月30日現在

資産の部  

流動資産  

コール・ローン 1,232,509,797

株式 18,009,670,500

未収入金 558,748,715

未収配当金 15,778,550

流動資産合計 19,816,707,562

資産合計 19,816,707,562

負債の部  

流動負債  

未払金 1,520,787,516

未払解約金 350,993,513

未払利息 3,309

流動負債合計 1,871,784,338

負債合計 1,871,784,338

純資産の部  

元本等  

元本 14,002,788,204

剰余金  

剰余金又は欠損金（△） 3,942,135,020
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元本等合計 17,944,923,224

純資産合計 17,944,923,224

負債純資産合計 19,816,707,562
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注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

有価証券の評価基準及び評価方法 株式、投資証券

移動平均法に基づき、原則として時価で評価しております。

時価評価にあたっては、金融商品取引所における最終相場（最終相場のないものに
ついては、それに準ずる価額）、又は金融商品取引業者等から提示される気配相場
に基づいて評価しております。

 

 

 

 

（貸借対照表に関する注記）
 

 

項目 平成30年 1月30日現在

１.計算期間の末日における受益権の総数  14,002,788,204口

２.計算期間の末日における1単位当たりの純資産の額

1口当たり純資産額

(10,000口当たり純資産額)

  

1.2815円

 (12,815円)
 

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項
 

 

項目 平成30年 1月30日現在

１.貸借対照表計上額、時価及びその
差　

　 額

貸借対照表上の金融商品は原則として時価で評価しているため、貸借対照表計上額
と時価との差額はありません。

２.時価の算定方法 (1)有価証券
 売買目的有価証券
 (重要な会計方針に係る事項に関する注記)「有価証券の評価基準及び評価方法」に

記載しております。

(2)コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時価と近似していることか
ら、当該帳簿価額を時価としております。

３.金融商品の時価等に関する事項につ
いての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理
的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条
件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なること
もあります。

 

 
（デリバティブ取引等に関する注記）
 

 

該当事項はありません。
 

 

 

 

 

（その他の注記）

元本の移動
 

 

項目
自 平成29年 7月31日

至 平成30年 1月30日

投資信託財産に係る元本の状況  

期首 平成29年 7月31日

期首元本額 6,213,833,641円

期末元本額 14,002,788,204円

期中追加設定元本額 19,270,973,246円
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期中一部解約元本額 11,482,018,683円

元本の内訳※  

日本中小型株ファンド 11,895,782,732円

日本中小型株ファンド（適格機関投資家限定） 2,107,005,472円
 

（注）※は当該親信託受益証券を投資対象とする証券投資信託ごとの元本額

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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２【ファンドの現況】

【日本中小型株ファンド】

【純資産額計算書】（平成30年２月28日現在）
 

 

Ⅰ　資産総額 16,896,666,495円　

Ⅱ　負債総額 83,040,436円　

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 16,813,626,059円　

Ⅳ　発行済口数 13,649,067,600口　

Ⅴ　1口当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.2319円　

　　（1万口当たり純資産額） （12,319円）
 

（参考）

日本中小型株マザーファンド

純資産額計算書（平成30年２月28日現在）
 

 

Ⅰ　資産総額 20,614,475,491円　

Ⅱ　負債総額 680,114,536円　

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 19,934,360,955円　

Ⅳ　発行済口数 16,052,481,415口　

Ⅴ　1口当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.2418円　

　　（1万口当たり純資産額） （12,418円）
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第三部【委託会社等の情報】

第１【委託会社等の概況】

１【委託会社等の概況】

 

原届出書の「第三部 委託会社等の情報」「第１ 委託会社等の概況」「１ 委託会社等の概況」につき

ましては、該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

＜訂正前＞

(1)資本金の額（平成29年4月28日現在）

（中略）

(2)委託会社の機構

（中略）

 

委託会社の機構は平成29年4月28日現在のものであり、今後変更となる場合があります。

 

＜訂正後＞

(1)資本金の額（平成30年2月28日現在）

（中略）

(2)委託会社の機構

（中略）

 

委託会社の機構は平成30年4月27日現在のものであり、今後変更となる場合があります。

 

２【事業の内容及び営業の概況】

　原届出書の「第三部 委託会社等の情報」「第１ 委託会社等の概況」「２ 事業の内容及び営業の概

況」につきましては、該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

＜訂正前＞

（前略）

　　平成29年4月28日現在、委託会社が運用の指図を行なっている証券投資信託（マザーファンドは除き

ます。）は次のとおりです。

                                   

 本数 純資産総額（百万円）

追加型株式投資信託 12 47,717

追加型公社債投資信託 0 0

単位型株式投資信託 0 0

単位型公社債投資信託 0 0

合計 12 47,717
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＜訂正後＞

（前略）

平成30年2月28日現在、委託会社が運用の指図を行なっている証券投資信託（マザーファンドは除き

ます。）は次のとおりです。

                                   

 本数 純資産総額（百万円）

追加型株式投資信託 15 67,642

追加型公社債投資信託 0 0

単位型株式投資信託 0 0

単位型公社債投資信託 0 0

合計 15 67,642
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３【委託会社等の経理状況】

 

原届出書の「第三部委託会社等の情報」「第１委託会社等の概況」「３委託会社等の経理状況」につ

きましては、該当情報を以下の内容に更新・訂正します。

 

 

＜更新・訂正後＞

 

（1）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令

第59号）並びに同規則第2条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年8

月6日内閣府令第52号）により作成しております。

　　　また、当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭

和52年大蔵省令第38号）並びに同規則第38条及び第57条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関

する内閣府令」（平成19年内閣府令第52号）により作成しております。

（2）当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第32期（平成28年4月1日から平成29年

3月31日まで）の財務諸表について、新日本有限責任監査法人の監査を受けております。

　　　また、第33期事業年度の中間会計期間（平成29年4月1日から平成29年9月30日まで）の中間財務

諸表について、新日本有限責任監査法人の中間監査を受けております。

（3）財務諸表及び中間財務諸表の金額については、千円未満の端数を切り捨てて記載しております。
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（1）【貸借対照表】

  （単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

 （平成28年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

資産の部  

 流動資産  

 現金及び預金 ※2 54,674 ※2 302,496

 前払費用  1,003 159

 未収収益 ※2 4,743 ※2 3,011

 未収委託者報酬  37,073  60,274

 繰延税金資産  2,664  4,925

 未収還付法人税等  2,581  -

 流動資産計  102,741  370,867

 固定資産    

 有形固定資産 ※1 10,596 ※1 8,046

 建物  1,689 2,231

 器具備品  8,906  5,815

 無形固定資産  5,645  4,287

 ソフトウェア  4,498  3,140

 電話加入権  1,146  1,146

 投資その他の資産  309,904  20,469

 投資有価証券  273,130  -

 ゴルフ会員権  45,000  -

 長期差入保証金 ※2 17,219 ※2 18,357

 繰延税金資産  994  2,112

 貸倒引当金  △26,439  -

 固定資産計  326,145  32,803

資産合計  428,887  403,671

     

負債の部    

 流動負債    

 未払費用  5,719  6,740

 未払代行手数料 ※2 9,375 ※2 19,329

 未払投資助言手数料  5,356  5,692

 未払法人税等  1,706  23,778

 賞与引当金  7,162  8,900

 その他の流動負債  5,858  8,151

 流動負債計  35,178  72,593

 固定負債     

 役員退職慰労引当金  3,250  6,850

 固定負債合計  3,250  6,850

 負債合計  38,428  79,443

純資産の部    

 株主資本    

 資本金  200,000 200,000

 利益剰余金    

 利益準備金  220  21,097
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 その他利益剰余金  190,238  103,129

 繰越利益剰余金  190,238  103,129

 利益剰余金合計  190,458  124,227

 株主資本合計  390,458  324,227

 評価・換算差額等   

 評価・換算差額等合計 - -

 純資産合計 390,458 324,227

負債・純資産合計 428,887 403,671
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（2）【損益計算書】

  （単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

 （自　平成27年4月 1 日 （自　平成28年4月 1 日

 至　平成28年3月31日） 至　平成29年3月31日）

営業収益  

 運用受託報酬 142,094 130,964

 委託者報酬 143,313 298,734

 投資助言報酬 71,430 68,434

 営業収益計 ※1 356,838 ※1 498,133

営業費用   

 広告宣伝費 - 2,220

 調査費 60,026 68,675

 調査費 60,026 68,675

 代行手数料 ※1 24,528 ※1 77,307

 投資助言手数料 25,129 71,238

 営業雑経費 8,463 25,725

 通信費 880 851

 印刷費 6,446 23,256

 協会費 1,008 1,515

 諸会費 129 101

 営業費用計 118,147 245,168

一般管理費   

 給料 156,023 190,205

 役員報酬 22,899 21,700

 給料・手当 115,419 141,219

 賞与 10,541 18,385

 賞与引当金繰入 7,162 8,900

 福利厚生費 4,339 4,542

 交際費 1,406 1,258

 旅費交通費 1,449 2,659

 租税公課 1,893 4,715

 不動産賃借料 ※1 18,944 ※1 22,514

 役員退職金 550 -

 役員退職慰労引当金繰入 3,250 3,600

 固定資産減価償却費 6,531 5,768

 諸経費 44,920 39,557

 一般管理費計 239,308 274,820

営業損失（△） △617 △21,855

営業外収益   

 受取配当金 16,454 54,762

 受取利息 ※1 17 ※1 1

 その他 783 912

 営業外収益計 17,255 55,677

営業外費用  

-

 

511 その他

 営業外費用計 - 511
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  （単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

 （自　平成27年4月 1 日 （自　平成28年4月 1 日

 至　平成28年3月31日） 至　平成29年3月31日）

経常利益 16,637 33,310

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 147,055

 特別利益計 - 147,055

特別損失   

 固定資産除却損 163 0

 ゴルフ会員権評価損 - 9,711

 特別損失計 163 9,711

税引前当期純利益 16,474 170,654

法人税、住民税及び事業税 1,339 31,489

法人税等調整額 5,791 △3,379

法人税等合計 7,130 28,110

当期純利益 9,343 142,544

 

（3）【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）

（単位：千円）

 
株主資本

評価・換

算差額等

純資産

合計
資本金

利益剰余金

株主資本

合計

評価・換

算差額等

合計

利益

準備金

その他

利益剰余金 利益剰余

金合計繰越利益

剰余金

当期首残高 200,000 - 183,319 183,319 383,319 - 383,319

当期変動額        

剰余金の配当  220 △2,424 △2,204 △2,204 - △2,204

当期純利益 - - 9,343 9,343 9,343 - 9,343

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
- - - - - - -

当期変動額合計 - 220 6,919 7,139 7,139 - 7,139

当期末残高 200,000 220 190,238 190,458 390,458 - 390,458

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

（単位：千円）

 
株主資本

評価・換

算差額等

純資産

合計
資本金

利益剰余金

株主資本

合計

評価・換

算差額等

合計

利益

準備金

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 200,000 220 190,238 190,458 390,458 - 390,458

当期変動額        

剰余金の配当  654 △7,194 △6,540 △6,540 - △6,540

株主への現物配当  20,223 △222,458 △202,235 △202,235 - △202,235

当期純利益 - - 142,544 142,544 142,544 - 142,544
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株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
- - - - - - -

当期変動額合計 - 20,877 △87,108 △66,231 △66,231 - △66,231

当期末残高 200,000 21,097 103,129 124,227 324,227 - 324,227
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注記事項

（重要な会計方針）

1．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法によっております。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しておりま

す。）

時価を把握することが極めて困難と認められるもの

移動平均法に基づく原価法によっております。

 

2．固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産

定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物 15～18年

器具備品 3～20年

 

(2）無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（5年）に基づく定

額法によっております。

 

3．重要な引当金の計上方法

(1)賞与引当金

従業員の賞与の支払に備えるため、賞与支給見込額のうち当期に対応する見積額を計上しており

ます。

 

(2）役員退職慰労引当金

役員に対する退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

 

(3）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、過去の実績及び現在における状況からみた見込額を計上

しております。

 

4．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理は税抜方式によっております。
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（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成28年3月28

日）を当事業年度から適用しております。

 

 

（貸借対照表関係）

※1　有形固定資産の減価償却累計額

 前事業年度

（平成28年3月31日現在）

当事業年度

（平成29年3月31日現在）

建物 1,518千円 1,862千円

器具備品 16,801千円 19,069千円

 

※2　関係会社に対する資産及び負債

各科目に含まれているものは、次の通りであります。

 前事業年度

（平成28年3月31日現在）

当事業年度

（平成29年3月31日現在）

現金及び預金 54,599千円 293,372千円

未収収益 4,296千円 2,649千円

長期差入保証金 17,219千円 18,357千円

未払代行手数料 9,201千円 18,086千円

 

 

（損益計算書関係）

※1　各科目に含まれている関係会社に対するものは、次の通りであります。

 前事業年度

（自　平成27年4月 1 日

至　平成28年3月31日）

当事業年度

（自　平成28年4月 1 日

至　平成29年3月31日）

営業収益 135,610千円 125,394千円

代行手数料 22,746千円 68,700千円

不動産賃借料 18,944千円 22,514千円

受取利息 17千円 1千円

 

 

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）

1.　発行済株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）

 当事業年度

期首株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度末

株式数

発行済株式     

普通株式 4,000 - - 4,000

合 計 4,000 - - 4,000
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2.　配当に関する事項

(1)配当金支払額

 

 

（決議）

株式の

種類

配当金の

総額

（千円）

 

１株当たり

配当額

（円）

 

基準日

 

効力発生日

平成27年6月24日

定時株主総会

普通

株式

2,204 551 平成27年3月31日 平成27年6月24日

 

(2)基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 

 

（決議）

株式の

種類

配当金の

総額

（千円）

 

配当の原資

 

１株当たり

配当額

（円）

 

基準日

 

効力発生日

平成28年6月30日

定時株主総会

普通

株式

6,540 利益剰余金 1,635 平成28年3月31日 平成28年6月30日

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

1.　発行済株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）

 当事業年度

期首株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度末

株式数

発行済株式     

普通株式 4,000 - - 4,000

合 計 4,000 - - 4,000

 

2.　配当に関する事項

(1)配当金支払額

 

 

（決議）

株式の

種類

配当金の

総額

（千円）

 

１株当たり

配当額

（円）

 

基準日

 

効力発生日

平成28年6月30日

定時株主総会

普通

株式

6,540 1,635 平成28年3月31日 平成28年6月30日

 

(2)金銭以外による配当金支払額

 

 

（決議）

株式の

種類

配当財

産の種

類

配当財産の

帳簿価額

(千円)

1株当たり

配当額

（円）

 

基準日

 

効力発生日

平成28年12月22日

臨時株主総会

普通

株式

有価

証券

202,235 50,558 平成28年9月30日 平成28年12月22日

(注)平成28年12月22日開催の臨時株主総会において、当社が保有する株式を株式会社千葉銀行他3

社へ現物配当を実施。

 

(3)基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

1．金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針

当社は、投資運用業及び投資助言・代理業などの資産運用に関する事業を行っております。資金

運用については安全性の高い金融商品に限定しております。

（2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である未収委託者報酬は、投資信託約款に基づき、信託財産から委託者に対して支払わ

れる信託報酬の未払金額であり、信託財産は受託銀行において分別保管されているため、信用リス

クはほとんどないと認識しております。

また投資有価証券は非上場株式であり、発行体の信用リスクに晒されております。

（3）金融商品に係るリスク管理体制

信用リスクの管理体制は、資産査定規定に従い定期的に財務状況等を把握し､取締役会に報告し

ております。

 

2．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りであります。なお、時価を把握す

ることが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）2．参照）｡

前事業年度（平成28年3月31日現在）

(単位：千円)

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1)現金及び預金 54,674 54,674 -

(2)未収委託者報酬 37,073 37,073 -

資産計 91,748 91,748 -

 

当事業年度（平成29年3月31日現在）

(単位：千円)

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1)現金及び預金 302,496 302,496 -

(2)未収委託者報酬 60,274 60,274 -

資産計 362,770 362,770 -

 

(注)1．金融商品の時価の算定方法

(1)現金及び預金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

(2)未収委託者報酬

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。
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(注)2．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

(単位：千円)

区分
前事業年度

（平成28年3月31日現在）

当事業年度

（平成29年3月31日現在）

投資有価証券

非上場株式

 

273,130

 

-

これらは、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積ることなどが出来ず、時

価を把握することが極めて困難と認められるものであるため、時価開示の対象としておりませ

ん。

 

(注)3．金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成28年3月31日現在）

（単位：千円）

 
1年以内

1年超

5年以内

5年超

10年以内
10年超

現金及び預金 54,674 - - -

未収委託者報酬 37,073 - - -

合 計 91,748 - - -

 

当事業年度（平成29年3月31日現在）

（単位：千円）

 
1年以内

1年超

5年以内

5年超

10年以内
10年超

現金及び預金 302,496 - - -

未収委託者報酬 60,274 - - -

合 計 362,770 - - -
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（有価証券関係）

1．その他有価証券

前事業年度（平成28年3月31日現在）

（単位：千円）

 貸借対照表計上額 取得原価 差額

貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの
- - -

貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの
- - -

合 計 - - -

（注）非上場株式（貸借対照表計上額　273,130千円）については、市場価格がなく、かつ、将来

キャッシュ・フローを見積ることなどが出来ず、時価を把握することが極めて困難と認めら

れることから､上表には含めておりません。

 

当事業年度（平成29年3月31日現在）

（単位：千円）

 貸借対照表計上額 取得原価 差額

貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの
- - -

貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの
- - -

合 計 - - -

 

2．売却したその他有価証券

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）

該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

（単位：千円）

売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

217,950 147,055 -

 

3．減損処理を行ったその他有価証券

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）及び当事業年度（自　平成28年4月1

日　至　平成29年3月31日）ともに該当ありません。
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（税効果会計関係）

1．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

(単位：千円)

 
前事業年度

（平成28年3月31日現在）

当事業年度

（平成29年3月31日現在）

繰延税金資産   

貸倒償却 5,665 5,665

貸倒引当金 8,090 -

役員退職慰労引当金 994 2,096

賞与引当金 2,276 2,750

減価償却超過額 - 15

未払事業税 387 2,175

繰延税金資産　小計 17,413 12,702

評価性引当額 △13,755 △5,665

繰延税金資産　合計 3,658 7,037

繰延税金負債   

繰延税金負債　合計 - -

繰延税金資産　純額 3,658 7,037

 

2．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主要な項目の内訳

 
前事業年度

(平成28年3月31日)

当事業年度

(平成29年3月31日)

法定実効税率 33.1% 30.9%

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目 2.0% 0.1%

受取配当金等永久に益金に算入されない項

目 △33.1% △9.9%

住民税均等割 1.8% 0.2%

評価性引当額の増加又は減少 37.2% △4.8%

税率変更による期末繰延税金資産の減額 1.1% －%

その他 1.2% △0.0%

税効果会計適用後の法人税等の負担率 43.3% 16.5%

 

 

（セグメント情報等）

[セグメント情報]

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）

当社は、資産運用に関する事業の単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

当社は、資産運用に関する事業の単一セグメントであるため記載を省略しております。
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[関連情報]

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）

1．サービスごとの情報

単一のサービス区分の営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

 

2．地域ごとの情報

(1)営業収益

本邦顧客からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

(2)有形固定資産

本邦に所在する有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 

3．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 営業収益

株式会社千葉銀行 135,610

ちばぎん証券株式会社 58,800

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

1．サービスごとの情報

単一のサービス区分の営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

 

2．地域ごとの情報

(1)営業収益

本邦顧客からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

(2)有形固定資産

本邦に所在する有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

3．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 営業収益

株式会社千葉銀行 125,394

ちばぎん証券株式会社 58,800

 

[報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報]

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）及び当事業年度（自　平成28年4月1

日　至　平成29年3月31日）ともに､該当事項はありません。
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[報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報]

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）及び当事業年度（自　平成28年4月1

日　至　平成29年3月31日）ともに､該当事項はありません。

 

[報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報]

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）及び当事業年度（自　平成28年4月1

日　至　平成29年3月31日）ともに､該当事項はありません。

 

 

（関連当事者情報）

1．関連当事者との取引

（ア）財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る。)等

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）

種類 会社等

の名称

又は氏

名

所在地 資本金又

は出資金

(百万円)

事業の

内容

議決権等の

所有(被所

有 ) 割 合

(％)

関連当事者との

関係

取引の内容 取引金額

(千円)

科目 期末残高

(千円)

親会社 ㈱千葉

銀行

千葉県

千葉市

中央区

145,069 銀行業 (被所有)

直接35％

間接45％

投資一任契約

投資助言契約

当社投資信託の

募集の取扱及び

投資信託に係る

事務代行の委託

本社事務所の賃

借

役員の兼任

運用受託報酬の

受領

投資助言報酬の

受領

投資信託に係る

事務代行手数料

の支払

 

 

 

賃借料の支払

 

132,010

 

3,600

 

22,746

 

 

 

 

 

18,944

 

未 収 収

益

 

 

未 払 代

行 手 数

料

 

 

 

長 期 差

入 保 証

金

4,296

 

 

 

9,201

 

 

 

 

 

17,219

(注)1．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれ

ております。

2．取引条件及び取引条件の決定方針等

運用受託報酬及び投資助言報酬に関しては、一般の取引と同様に決定しております。

投資信託に係る事務代行手数料については、商品毎に、過去の料率、市場実勢等を勘案して決

定しております。

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

種類 会社等

の名称

又は氏

名

所在地 資本金又

は出資金

(百万円)

事 業 の

内容

議決権等の

所有(被所

有 ) 割 合

(％)

関連当事者との

関係

取引の内容 取引金額

(千円)

科目 期末残高

(千円)

親会社 ㈱千葉

銀行

千葉県

千葉市

中央区

145,069 銀行業 (被所有)

直接40％

間接20％

投資一任契約

投資助言契約

当社投資信託の

募集の取扱及び

投資信託に係る

事務代行の委託

本社事務所の賃

借

役員の兼任

運用受託報酬の

受領

投資助言報酬の

受領

投資信託に係る

事務代行手数料

の支払

 

 

 

賃借料の支払

 

121,554

 

3,840

 

68,700

 

 

 

 

 

22,514

 

未 収 収

益

 

 

未 払 代

行 手 数

料

 

 

 

長 期 差

入 保 証

金

2,649

 

 

 

18,086

 

 

 

 

 

18,357
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(注)1．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれ

ております。

2．取引条件及び取引条件の決定方針等

運用受託報酬及び投資助言報酬に関しては、一般の取引と同様に決定しております。

投資信託に係る事務代行手数料については、商品毎に、過去の料率、市場実勢等を勘案して決

定しております。

 

（イ）財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社

前事業年度（自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日）

種類 会 社 等

の 名 称

又 は 氏

名

所在地 資本金又

は出資金

(百万円)

事 業 の

内容

議決権等

の所有(被

所有)割合

(％)

関 連 当

事 者 と

の関係

取引の

内容

取引

金額

(千円)

科目 期末

残高

(千円)

同 一 の

親 会 社

を 持 つ

会社

ち ば ぎ

ん 証 券

㈱

千 葉 県

千 葉 市

中央区

4,374 証券業 - 投 資 助

言契約

 

投資助言報

酬の受領

58,800

 

 
- -

(注)1．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておりません。

2．取引条件及び取引条件の決定方針等

投資助言報酬に関しては、一般の取引と同様に決定しております。

 

当事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

種類 会社等

の名称

又は氏

名

所在地 資本金又

は出資金

(百万円)

事業の内

容

議決権等

の所有(被

所有)割合

(％)

関 連 当

事 者 と

の関係

取引の

内容

取引

金額

(千円)

科目 期末

残高

(千円)

同 一 の

親 会 社

を 持 つ

会社

ちばぎ

ん証券

㈱

千 葉 県

千 葉 市

中央区

4,374 証券業 - 投 資 助

言契約

 

投資助言報

酬の受領

58,800

 

 
- -

同 一 の

親 会 社

を 持 つ

会社

㈱ちば

ぎん総

合研究

所

千 葉 県

千 葉 市

美浜区

150 情報・調

査、コン

サルティ

ング業務

- 投 資 有

価 証 券

の 売 却

取引

投資有価証

券の売却

 

- -
売却代金

売却益

216,000

145,355

(注)1．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておりません。

2．取引条件及び取引条件の決定方針等

投資助言報酬に関しては、一般の取引と同様に決定しております。

投資有価証券の売却金額については、第三者機関による株価算定を参考に協議の上、決定して

おります。

 

2．親会社に関する注記

㈱千葉銀行（東京証券取引所に上場）
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（1株当たり情報）

 前事業年度

（自　平成27年 4月 1 日

至　平成28年3月31日）

当事業年度

（自　平成28年 4月 1 日

至　平成29年3月31日）

1株当たり純資産額 97,614円71銭 81,056円92銭

1株当たり当期純利益金額 2,335円93銭 35,636円03銭

(注)1．潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

2．1株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 前事業年度

（自　平成27年4月 1 日

至　平成28年3月31日）

当事業年度

（自　平成28年4月 1 日

至　平成29年3月31日）

当期純利益 （千円） 9,343 142,544

普通株式の期中平均株式数（株） 4,000 4,000

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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中間貸借対照表

 （単位：千円）

 当中間会計期間末

 （平成29年9月30日現在）

資産の部

 流動資産

 現金及び預金 305,710

 前払費用 965

 未収収益 174

 未収委託者報酬 101,701

 繰延税金資産 3,552

 流動資産計 412,104

 固定資産

 有形固定資産 ※1　　　　　　11,756

 建物 2,077

 器具備品 9,679

 無形固定資産 6,014

 ソフトウェア 4,868

 電話加入権 1,146

 投資その他の資産 21,027

 長期差入保証金 18,357

 繰延税金資産 2,669

 固定資産計 38,798

資産合計 450,903

負債の部  

 流動負債

 未払費用 8,375

 未払代行手数料 35,781

 未払投資助言手数料 4,716

 未払法人税等 3,673

 前受収益 44,525

 賞与引当金 9,663

 その他の流動負債 5,771

 流動負債計 112,509

 固定負債  

 役員退職慰労引当金 8,650

 固定負債合計 8,650

 負債合計 121,159

純資産の部  

 株主資本

 資本金 200,000

 利益剰余金  

 利益準備金 21,097

 その他利益剰余金 108,646

 繰越利益剰余金 108,646

 利益剰余金合計 129,744

EDINET提出書類

ちばぎんアセットマネジメント株式会社(E31678)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

45/57



 株主資本合計 329,744

 評価・換算差額等  

 評価・換算差額等合

計
-

 純資産合計 329,744

負債・純資産合計 450,903
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中間損益計算書

 （単位：千円）

 当中間会計期間

 （自　平成29年4月 1日

  　至　平成29年9月30日）

営業収益

 運用受託報酬 49,185

 委託者報酬 213,883

 投資助言報酬 43,681

 営業収益計 306,750

営業費用  

 調査費 38,307

 調査費 38,307

 代行手数料 64,880

 投資助言手数料 28,658

 営業雑経費 31,855

 通信費 475

 印刷費 30,376

 協会費 914

 諸会費 90

 営業費用計 163,702

一般管理費 ※1　　　　　　134,692　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　

営業利益 8,355

営業外収益  

 受取利息 1

 その他 0

 営業外収益計 1

経常利益 8,356

税引前中間純利益 8,356

法人税、住民税及び事業税 2,024

法人税等調整額 815

法人税等合計 2,840

中間純利益 5,516
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中間株主資本等変動計算書

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

（単位：千円）

 

株主資本

評価・

換算差

額等

純資産

合計

資本金

利益剰余金

株主資本

合計

評価・

換算差

額等合

計

利益

準備金

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 200,000 21,097 103,129 124,227 324,227 - 324,227

当中間期変動額        

中間純利益 - - 5,516 5,516 5,516 - 5,516

株主資本以外の

項目の当中間期

変動額（純額）

- - - - - - -

当中間期変動額合

計
- - 5,516 5,516 5,516 - 5,516

当中間期末残高 200,000 21,097 108,646 129,744 329,744 - 329,744
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注記事項

（重要な会計方針）

1．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格等に基づく時価法によっております。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しておりま

す。）

時価を把握することが極めて困難と認められるもの

移動平均法に基づく原価法によっております。

 

2．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物　　　　　15～18年

器具備品　　　 3～20年

 

(2）無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（5年）に基づく定

額法によっております。

 

3．重要な引当金の計上方法

(1) 賞与引当金

従業員の賞与の支払に備えるため、賞与支給見込額のうち当中間会計期間に対応する見積額を計

上しております。

 

(2）役員退職慰労引当金

役員に対する退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく中間期末要支給額を計上しておりま

す。

 

(3）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、過去の実績及び現在における状況からみた見込額を計上

しております。

 

4．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理は税抜方式によっております。
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（中間貸借対照表関係）

※1　有形固定資産の減価償却累計額

 当中間会計期間末

（平成29年9月30日現在）

建物 2,016千円

器具備品 20,664千円

 

（中間損益計算書関係）

※1　減価償却実施額

 当中間会計期間

（自　平成29年4月 1日

  至　平成29年9月30日）

有形固定資産 1,749千円

無形固定資産 593千円

 

（中間株主資本等変動計算書関係）

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

1.　発行済株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）

 当事業年度

期首株式数

当中間会計期間

増加株式数

当中間会計期間

減少株式数

当中間会計期間末

株式数

発行済株式     

普通株式 4,000 - - 4,000

合 計 4,000 - - 4,000

 

2.　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　該当事項はありません。

(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後とな

るもの

　　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

金融商品の時価等に関する事項

平成29年9月30日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りで

あります。

当中間会計期間末（平成29年9月30日現在）

(単位：千円)

 中間貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 305,710 305,710 -

(2) 未収委託者報酬 101,701 101,701 -

資産計 407,412 407,412 -

(注)1．金融商品の時価の算定方法

(1) 現金及び預金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

(2) 未収委託者報酬

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

 

 

（セグメント情報等）

[セグメント情報]

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

当社は、資産運用に関する事業の単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

[関連情報]

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

1．サービスごとの情報

単一のサービス区分の営業収益が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略して

おります。

 

2．地域ごとの情報

(1)営業収益

本邦顧客からの営業収益が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

(2)有形固定資産

本邦に所在する有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。
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3．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 営業収益

株式会社千葉銀行 55,560

ちばぎん証券株式会社 29,400

 

[報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報]

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

該当事項はありません。

 

[報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報]

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

該当事項はありません。

 

[報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報]

当中間会計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）

該当事項はありません。

 

（1株当たり情報）

 当中間会計期間

（自　平成29年4月1日

　至　平成29年9月30日）

1株当たり純資産額 82,436円09銭

1株当たり中間純利益金額 1,379円17銭

(注)1．潜在株式調整後1株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

(注)2．1株当たり中間純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 当中間会計期間

（自　平成29年4月1日

　至　平成29年9月30日）

中間純利益　　　　　（千円） 5,516

普通株式の期中平均株式数(株) 4,000

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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５【その他】

原届出書の「第三部 委託会社等の情報」「第１ 委託会社等の概況」「５ その他」につきましては、

該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

＜訂正前＞

（前略）

(2)訴訟事件その他の重要事項

平成29年6月30日現在、訴訟事件その他委託会社及びファンドに重要な影響を及ぼした事実及び重要

な影響を及ぼすことが予想される事実は生じておりません。

 

＜訂正後＞

（前略）

(2)訴訟事件その他の重要事項

平成30年4月27日現在、訴訟事件その他委託会社及びファンドに重要な影響を及ぼした事実及び重要

な影響を及ぼすことが予想される事実は生じておりません。

 

第２【その他の関係法人の概況】 

 

原届出書の「第三部 委託会社等の情報」「第２ その他の関係法人の概況」につきましては、該当情報

を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

１【名称、資本金の額及び事業の内容】

 

＜訂正前＞

(1)受託会社

①名称　　　：三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

②資本金の額：324,279百万円（平成29年3月31日現在）

（中略）

(2)販売会社

名称
資本金の額

（平成29年3月31日現在）
事業の内容

株式会社千葉銀行 145,069百万円 銀行法に基づき銀行業を営んでいます。

株式会社武蔵野銀行 45,743百万円 銀行法に基づき銀行業を営んでいます。

ちばぎん証券株式会社 4,374百万円
「金融商品取引法」に定める第一種金融商

品取引業を営んでいます。

 

＜訂正後＞

(1)受託会社

①名称　　　：三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

②資本金の額：324,279百万円（平成29年9月末日現在）
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（中略）

(2)販売会社

名称
資本金の額

（平成29年9月末日現在）
事業の内容

株式会社千葉銀行 145,069百万円 銀行法に基づき銀行業を営んでいます。

株式会社武蔵野銀行 45,743百万円 銀行法に基づき銀行業を営んでいます。

ちばぎん証券株式会社 4,374百万円
「金融商品取引法」に定める第一種金融商

品取引業を営んでいます。

 

３【資本関係】

 

＜訂正前＞

（前略）

 (2)販売会社

（中略）

（参考）再信託受託会社

①名称　　　　：日本マスタートラスト信託銀行株式会社

　　　　②資本金の額　：10,000百万円（平成29年3月31日現在）

③事業の内容　：銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼営等に関す

る法律に基づき信託業務を営んでいます。

 

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

 (2)販売会社

（中略）

（参考）再信託受託会社

①名称　　　　：日本マスタートラスト信託銀行株式会社

②資本金の額　：10,000百万円（平成29年9月末日現在）

③事業の内容　：銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼営等に関す

る法律に基づき信託業務を営んでいます。

（後略）
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独立監査人の監査報告書

 

平成２９年６月３０日

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

　　取 締 役 会 　　御　中

 

新日本有限責任監査法人   

    

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 田　島　　　昇 印

    

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 宮　田　八　郎 印

 
 
 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状況」

に掲げられているちばぎんアセットマネジメント株式会社の平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの第３２

期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記

について監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、こ

れに基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財

務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施

に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す

る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全

体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ちばぎん

アセットマネジメント株式会社の平成２９年３月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を

すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注)１．上記は、当社が監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。

２．XBRLデータは監査の対象には含まれておりません。

 

次へ
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独立監査人の中間監査報告書

平成２９年１２月１４日

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

　取 締 役 会 　　御　中

 
 

新日本有限責任監査法人   

    

指 定 有 限 責 任 社

員

業 務 執 行 社 員

公認会計士 羽　柴　則　央 印

 
 
 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理
状況」に掲げられているちばぎんアセットマネジメント株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日
までの第３３期事業年度の中間会計期間（平成２９年４月１日から平成２９年９月３０日まで）に係る中間財務諸
表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記
について中間監査を行った。
 
中間財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表
を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を
作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間
監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に
関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る
監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手
続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による
中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追
加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは
ないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財
務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方
針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含ま
れる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間監査意見

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に
準拠して、ちばぎんアセットマネジメント株式会社の平成２９年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了
する中間会計期間（平成２９年４月１日から平成２９年９月３０日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示し
ているものと認める。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
以　　上

 

(注)１．上記は、当社が中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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独立監査人の中間監査報告書

平成３０年３月１６日

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

　取　締　役　会　　御　中

 

 

新日本有限責任監査法人   
    

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 宮　田　八　郎 印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に

掲げられている日本中小型株ファンドの平成２９年７月３１日から平成３０年１月３０日までの中間計算期間の中間財務

諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用

な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者

の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、

これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一

部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表

の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択

及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、

リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の

表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者に

よって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間監査意見

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、日本中小型株ファンドの平成３０年１月３０日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成

２９年７月３１日から平成３０年１月３０日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

利害関係

　ちばぎんアセットマネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定

により記載すべき利害関係はない。

以　　上

(注)１．上記は、当社が中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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